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１ 設定の理由

目的
校内等での児童・生徒のけがの減少

〈現状１〉

小中学生の
事故は、約半
数が学校で
発生

〈現状２〉
病院で治療を
受けた件数

小学生：約17人に１件
中学生：約12人に１件
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なぜ、けがが起こるのか？（原因）

遊びに夢中にな
りルールを守っ
ていない。

できそうにない
ことをしようと
している。周りをよく見ず

に、急に飛び
出してくる。

準備運動や整
理運動をしっか
りしていない。

朝からぼうっとし
ていて、運動に
集中していない。

なぜ

「意識」と「行動」を向上させ、その差を減少させる。
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「校内パトロール」

「危険箇所マップづくり」

「集会活動での呼びかけ」

「ポスターの掲示」

「『危険』などの表示」

２ ５つの対策内容
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３ 校内等でのけがの減少を目指したＰＤＣＡサイクル

⑴ Ｐｌａｎ
○ 「学校の安全」対策委員
会の報告を受けた課題の把
握

○ 学校の実態に合わせた取
組内容の決定

⑵ Ｄｏ
○ 各学校での取組内容の実施
○ 取組状況調査による各学校
の実施状況の把握

〇 「学校の安全」対策委員会の
開催及び報告
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３ 校内等でのけがの減少を目指したＰＤＣＡサイクル

○ 認知度
「校内パトロール」を

通して、安全な行動
の仕方が理解できた
か。

○ 実践度
「校内パトロール」を

通して、安全な行動
の仕方を理解し、実
際に行動できたか。

取組状況調査
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３ 校内等でのけがの減少を目指したＰＤＣＡサイクル

第１回「学校の安全」対策
委員会の開催及び報告

取組状況調査の結果と
考察

今後の取組について
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○ 意識
けがをふせぐために

どのようなことに気をつ
ければよいと思うか。

○ 行動
けがをふせぐために

どのような行動をしてい
るか。

⑶ Ｃｈｅｃｋ
意識・行動調査の実施

３ 校内等でのけがの減少を目指したＰＤＣＡサイクル

8



0

20

40

60

80

100

A B C D E F G H

2014年5月 2014年12月 2015年7月 2015年12月 2016年7月

0

20

40

60

80

100

A B C D E F G H

2014年5月 2014年12月 2015年7月 2015年12月 2016年7月

Ａ 周りの安全を確かめる Ｂ 遊びや運動のルールやきまりを守る Ｃ 無理なことをしない

Ｄ 遊びや運動中に他のことを考えない Ｅ 遊びや運動が上手になる Ｆ 準備運動や整理運動をする

Ｇ 具合の悪いときは無理をしない Ｈ 早寝・早起き・朝ご飯で元気に過ごす

３ 校内等でのけがの減少を目指したＰＤＣＡサイクル

小学校 中学校

【意識の調査結果】
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Ａ 周りの安全を確かめる Ｂ 遊びや運動のルールやきまりを守る Ｃ 無理なことをしない

Ｄ 遊びや運動中に他のことを考えない Ｅ 遊びや運動が上手になる Ｆ 準備運動や整理運動をする

Ｇ 具合の悪いときは無理をしない Ｈ 早寝・早起き・朝ご飯で元気に過ごす

３ 校内等でのけがの減少を目指したＰＤＣＡサイクル

小学校 中学校

【行動の調査結果】
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３ 校内等でのけがの減少を目指したＰＤＣＡサイクル

⑷ Ａｃｔｉｏｎ
第２回「学校の安全」対策

委員会の開催及び報告

意識・行動調査の結果と
考察

今後の取組について
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４ 学校独自の取組

ブランコの立ち入り禁止区域を
示すライン

安全に関する歌
「あゆみ」の歌
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５ 新たな取組について

入念な準備運動の実施キャプテン会議の開催
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５ 新たな取組について

⑴ 認知度
「キャプテン会議」に

取り組んだことで、安全
な行動の重要性が理
解できたかを調査

⑵ 実践度
「キャプテン会議」に

取り組んだことで、実
際に部活動中に安全
に気をつけて行動した
かを調査
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「学校の安全」対策委員会

本市は、校内等でのけが
の減少を目指した「学校の
安全」対策委員会を設置し
て取組を進めています。

「学校の安全」分野では、市
立全小中学校で、次のよう
な取組が行われています。

校内パトロールの実施
け
が
の
多
い
場
所
の
見
回

り
を
行
い
、
け
が
防
止
を

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

危険箇所マップづくり

ポスターの掲示

「危険」などの表示 集会活動での呼びかけ

大
け
が
が
起
こ
り

そ
う
な
場
所
に
「
危

険
」
等
の
表
示
を

行
っ
て
い
ま
す
。

校
内
で
け
が
が
発

生
し
た
場
所
に

シ
ー
ル
を
貼
り
、
け

が
の
発
生
場
所
を

分
析
し
て
い
ま
す
。

け
が
の
多
い
場
所
に
ポ

ス
タ
ー
を
掲
示
し
て
い

ま
す
。

転
倒
な
ど
け
が
の

原
因
を
説
明
し
、

け
が
防
止
の
呼
び

か
け
を
行
っ
て
い
ま

す
。

２ 校内等でのけがの減少を目指したＰＤＣＡサイクル

１ 目標、取組内容

Plan
○ 「学校の安全」対策委員会の報告を受
けた課題の把握

○ 学校の実態に合わせた取組内容の決定

Do
○ 各学校での取組内容の実施
○ 「取組状況調査」による各学校の対策内
容に関する実施状況の把握（６月）

○ 「学校の安全」対策委員会の開催（７月）
・ 「取組状況調査」の分析や今後の課題
等に関する協議

○ 各学校へ「学校の安全」対策委員会の
協議内容の報告（８月）

Check
○ 「意識・行動調査」による各学校のけがを
防ぐための意識と行動の実態把握（１１月）

○ 「学校の安全」対策委員会の開催（１２月）
・ 「意識・行動調査」の分析や今後の課
題等に関する協議

Action
○ 「運動部活動のけが防止対策取組状況
調査」による各中学校の対策内容に関する
実施状況の把握（１月）

○ 「学校の安全」対策委員会の開催（２月）
・ 「運動部活動のけが防止対策取組状

況調査」の分析や今後の課題等に関する
協議

○ 各学校へ「学校の安全」対策委員会の
協議内容の報告（２月）

３ 各調査について

取組状況調査

各学校で、どの対策
に取り組んでいるかを
調査するとともに、各
取組ごとの「認知度」
と「実践度」の実態を
把握する。

⑴ 認知度
「校内パトロール」を通して、

安全な行動の仕方が理解でき
たか。

【校内パトロールの取組状況調査】

⑵ 実践度
「校内パトロール」を通して、

安全な行動の仕方を理解し、
実際に行動できたか。



５ 新たな取組について

中学校においては、
運動部活動中のけが
が多いことから、次の
２つの取組を進め、
けがの防止に向けた
認知度と実践度の向
上を目指します。

キャプテン会議の開催

運動部活動中のけが
を防止するために、け
がの原因や今後の取
組などについて話し合
う「キャプテン会議」を
開催します。

入念な準備運動の実施 部
位
を
伸
ば
す
ス
ト

レ
ッ
チ
運
動
や
柔
軟
運

動
な
ど
を
取
り
入
れ
た

「
入
念
な
準
備
運
動
」
を

実
施
し
ま
す
。

意識・行動調査

各学校における意識
と行動の高まりやその
差について調査し、実
態を把握する。

⑴ 意識
けがをふせぐためにどの

ようなことに気をつければ
よいと思うか。

⑵ 行動
けがをふせぐためにど

のような行動をしているか。

Ａ 周りの安全を確かめる Ｂ 遊びや運動のルールやきまりを守る Ｃ 無理なことをしない

Ｄ 遊びや運動中に他のことを考えない Ｅ 遊びや運動が上手になる Ｆ 準備運動や整理運動をする

Ｇ 具合の悪いときは無理をしない Ｈ 早寝・早起き・朝ご飯で元気に過ごす

４ 意識・行動調査の結果について

小学校 中学校
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【意識の調査結果】
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【行動の調査結果】

小学校 中学校

0
20
40
60
80

100

A B C D E F G H

2014年5月 2014年12月 2015年7月
2015年12月 2016年7月

0
20
40
60
80

100

A B C D E F G H

2014年5月 2014年12月 2015年7月
2015年12月 2016年7月

全ての項目で、調査を始めた２０１４年５月に比べて向上して
いる。

意識調査と同様、全ての項目で、調査を始めた２０１４年５月
に比べて向上している。


